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総
務
財
政

一
、
調
査
年
月
日

平
成　

年
２
月
５
日

２０

二
、
調
査
項
目

①
平
成　

年
度
予
算
概
要
に
つ
い

２０

て②
平
成　

年
度
高
金
利
公
的
資
金

１９

繰
上
償
還
金
補
正
に
つ
い
て

③
Ｉ
Ｔ
関
連
事
業
に
つ
い
て

三
、
調
査
結
果

①
平
成　

年
度
の
予
算
概
要
に
つ

２０

い
て
、
一
般
会
計
の
歳
入
歳
出
合

計
が　

億
９
５
７
４
万
８
０
０
０

８７

円
、
特
別
会
計　

会
計
の
歳
入
歳

１０

出
合
計
が　

億
９
５
４
６
万
２
０

３６

０
０
円
、
病
院
企
業
会
計
の
歳
入

が　

億
９
８
１
６
万
６
０
０
０
円
、

１４
歳
出
が　

億
３
６
７
７
万
４
０
０

１５

０
円
で
、
歳
入
合
計
１
３
９
億
８

９
３
７
万
６
０
０
０
円
、
歳
出
合

計
１
４
０
億
２
７
９
８
万
４
０
０

０
円
と
な
り
、　

年
度
で
水
産
種

２０

苗
育
成
セ
ン
タ
ー
特
別
会
計
が
一

般
会
計
化
さ
れ
、
新
た
に
後
期
高

齢
者
会
計
が
創
設
さ
れ
る
こ
と
を

確
認
し
た
。

②
平
成　

年
度
３
月
定
例
会
補
正

１９

に
て
繰
上
償
還
さ
れ
る
地
方
債
は
、

一
般
会
計
で
借
入
先
が
財
務
省
２

１
８
４
万
３
０
０
０
円
、
簡
易
水

道
会
計
で
借
入
先
が
財
務
省
７
０

９
１
万
５
０
０
０
円
、
合
計
９
２

７
５
万
８
０
０
０
円
を
繰
上
償
還

す
る
予
定
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し

た
。

　

な
お
、　

年
度
繰
上
償
還
予
定

２０

額
は
一
般
会
計
で
１
億
４
１
２
５

万
２
０
０
０
円
、
簡
易
水
道
会
計

で
３
５
９
６
万
４
０
０
０
円
と

な
っ
て
い
る
。

③
Ｉ
Ｔ
関
連
事
業
に
つ
い
て
、
担

当
職
員
よ
り
せ
た
な
町
の
シ
ス
テ

ム
構
築
の
経
過
に
つ
い
て
説
明
を

受
け
、
合
併
時
の
庁
舎
内
情
報

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
電
算
シ
ス
テ
ム

に
係
る
構
築
概
要
、
保
守
点
検
業

務
の
内
容
に
つ
い
て
調
査
し
た
ほ

か
、
情
報
管
理
室
を
見
学
し
内
容

に
つ
い
て
確
認
し
た
。

　

な
お
、
町
内
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
環
境
を
早
急
に
整
備
す
る
こ
と

が
望
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
町
と
し

て
も
対
策
や
対
応
等
を
検
討
さ
れ

た
い
。厚

生
文
教

一
、
調
査
年
月
日

平
成　

年
２
月　

日

２０

２１

二
、
調
査
項
目

①
平
成　

年
度
予
算
の
概
要
に
つ

２０

い
て

②
町
内
高
齢
者
施
設
の
利
用
実
態

に
つ
い
て

③
介
護
保
険
の
認
定
状
況
と
サ
ー

ビ
ス
利
用
状
況

④
福
祉
灯
油
の
実
施
状
況
に
つ
い

て⑤
再
編
後
の
医
療
体
制
と
患
者
動

向
に
つ
い
て

三
、
調
査
結
果

①
本
委
員
会
所
管
課
の
新
年
度
予

算
概
要
に
つ
い
て
、
担
当
課
よ
り

説
明
を
受
け
た
。

②
町
内
高
齢
者
施
設
（
民
間
施
設

含
む
）
の
利
用
実
態
に
つ

い
て
、
状
況
を
調
査
し
た
。

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
待

機
者
が
多
い
こ
と
か
ら
、

当
該
施
設
等
の
必
要
性
が

う
か
が
わ
れ
る
。

③
介
護
保
険
の
認
定
状
況

と
サ
ー
ビ
ス
利
用
状
況

一
、
介
護
保
険
被
保
険
者

の
推
移

　

平
成　

年
９
月
末
現
在

１９

の
総
人
口
は
１
万
５
０
９

人
で
、　

才
以
上
の
第
１

６５

号
被
保
険
者
数
は
３
６
０

２
人
で
あ
り
、
総
人
口
に

占
め
る
第
１
号
被
保
険
者
の
割
合

は　

・
３
％
と
な
っ
て
い
る
。

３４

　

ま
た
第
１
号
被
保
険
者
の
内
訳

で
は
、　

歳
か
ら　

歳
ま
で
の
前

６５

７４

期
高
齢
者
数
が
１
６
９
０
人
に
対

し
、　

歳
以
上
の
後
期
高
齢
者
数

７５

が
１
９
１
２
人
と
な
っ
て
お
り
、

第
１
号
被
保
険
者
の
半
数
以
上
が

後
期
高
齢
者
と
い
う
状
況
で
あ
る
。

二
、
要
支
援
・
要
介
護
認
定
者
数

の
推
移

　

平
成　

年
９
月
末
現
在
の
要
支

１９

援
・
要
介
護
認
定
者
数
は
５
５
１

人
と
な
っ
て
お
り
、
第
１
号
被
保

険
者
数
に
占
め
る
割
合
は　

・
３

１５

％
と
な
っ
て
い
る
。
認
定
者
数
の

内
訳
で
は
、
要
支
援
・
要
介
護
一

の
軽
度
認
定
者
数
が
２
６
２
人
に

対
し
、
要
介
護
２
以
上
の
中
・
重

度
の
認
定
者
数
が
２
８
９
人
と
、

認
定
者
の
半
数
を
占
め
て
い
る
状

況
で
あ
る
。

三
、
居
宅
サ
ー
ビ
ス
・
施
設
サ
ー

ビ
ス
の
延
べ
利
用
人
数
の
推
移

　

平
成　

年
度
に
お
け
る
居
宅

１９

サ
ー
ビ
ス
の
延
べ
利
用
人
数
は
、

平
成　

年　

月
末
ま
で
の
数
値
で

１９

１２

は
３
８
９
０
人
で
、
月
平
均
に
す

る
と
３
８
９
人
と
な
っ
て
い
る
。

特
に
認
知
症
高
齢
者
グ
ル
ー
プ

レ
ポ
ー
ト

委

員

会

ディサービスの利用者を送迎ディサービスの利用者を送迎中中
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ホ
ー
ム
が
３
区
に
そ
れ
ぞ
れ
開
設

さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
平
成　

年
１７

度
の
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介

護
の
月
平
均
利
用
者
が
９
人
だ
っ

た
が
、
平
成　

年
度
に
お
い
て
は

１９

　

名
と
、
利
用
者
は
年
々
増
加
の

３３傾
向
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
施
設
サ
ー
ビ
ス
の
延
べ

利
用
人
数
は
、
平
成　

年　

月
末

１９

１２

ま
で
の
数
値
で
は
１
３
３
８
人
で
、

月
平
均
に
す
る
と
１
３
４
人
と

な
っ
て
い
る
。
内
訳
で
は
、
介
護

老
人
福
祉
施
設
で
は
１
０
５
人
、

介
護
老
人
保
健
施
設
で
は　

人
で

２２

あ
り
、
平
成　

年
度
か
ら
は
横
ば

１７

い
の
推
移
と
な
っ
て
い
る
。
一
方
、

介
護
療
養
型
医
療
施
設
に
つ
い
て

は
、
平
成　

年
８
月
末
で
町
内
医

１７

療
機
関
の
介
護
療
養
型
病
床
の
廃

止
に
伴
い
、
平
成　

年
度
の
延
べ

１７

利
用
人
数
で
は
３
２
３
人
で
あ
っ

た
が
、
平
成　

年
度
で
は　

人
と

１８

５１

減
少
し
て
い
る
。

四
、
介
護
給
付
費
の
推
移

　

平
成　

年
度
の　

月
ま
で
の
介

１９

１２

護
給
付
費
は　

万
１
２
６
円
で
、

５２

月
平
均
で
は
５
万
２
０
１
３
円
と

な
っ
て
い
る
。
居
宅
サ
ー
ビ
ス
給

付
費
で
は
町
内
に
認
知
症
高
齢
者

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
が
開
設
さ
れ
た

こ
と
に
伴
い
増
加
で
推
移
し
て
い

る
。
ま
た
、
施
設
サ
ー
ビ
ス
給
付

費
で
は
平
成　

年
８
月
末
で
町
内

１７

医
療
機
関
の
介
護
療
養
型
病
床
の

廃
止
に
伴
い
平
成　

年
度
で
は
減

１８

少
と
な
っ
た
が
、
そ
の
後
は
横
ば

い
で
推
移
し
て
い
る
。

④
２
月　

日
現
在
の
福
祉
灯
油
申

１５

請
状
況
は
、
３
区
で
６
９
８
世
帯

の
申
請
が
あ
り
、
交
付
世
帯
は
５

８
３
世
帯
で
あ
る
。
交
付
率
は
、

見
込
み
数
９
０
０
世
帯
に
対
し
、

申
請
率
は　

・
６
％
、
交
付
率
は

７７

　

・
８
％
と
な
っ
て
い
る
。

６４
　

ま
た
、
申
請
世
帯
の
う
ち
対
象

と
な
ら
な
か
っ
た
世
帯
は
１
１
５

世
帯
で
あ
り
、
そ
の
事
由
は
住
民

税
課
税
世
帯
で
あ
る
こ
と
や
、
年

齢
基
準
（
満　

歳
以
上
）
に
夫
婦

７０

ど
ち
ら
か
が
該
当
し
な
い
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。

⑤
再
編
後
の
医
療
体
制
と
患
者
動

向
に
つ
い
て

一
、
町
立
国
保
病
院
に
お
け
る
医

師
等
の
医
療
体
制
の
現
況
は
、
医

師
、
薬
剤
師
、
看
護
師
、
栄
養
士

と
も
健
康
保
険
法
及
び
老
人
保
健

法
で
の
基
準
値
は
満
た
し
て
お
り
、

ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
な
し
と
い
う
事
を

調
査
し
た
。

二
、
平
成　

年
度
４
月
～
１
月
分

１９

３
区
の
医
療
機
関
に
お
け
る
診
療

患
者
数
、
時
間
外
救
急
患
者
数
及

び
消
防
署
に
お
け
る
救
急
車
の
業

務
運
行
状
況
と
、
委
託
診
療
（
婦

人
科
、
循
環
器
科
、
眼
科
、
整
形

外
科
）
４
月
～
１
月
分
ま
で
の
実

績
（
合
計
２
１
５
９
件
２
２
３
７

万
８
０
０
０
円
）
を
調
査
し
た
。

　

な
お
、
再
編
後
の
患
者
動
向
に

つ
い
て
は
、
今
後
も
継
続
し
て
調

査
す
る
事
と
し
た
。

産
業
建
設

一
、
調
査
年
月
日

平
成　

年
２
月　

日

２０

２５

二
、
調
査
項
目

①
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
の
シ
ー
ズ
ン

券
導
入
に
つ
い
て

②
水
産
種
苗
育
成
セ
ン
タ
ー
事
業

の
一
般
会
計
化
に
つ
い
て

③　

年
度
の
農
漁
業
支
援
策
に
つ

２０
い
て

④
町
道
認
定
に
つ
い
て

⑤
下
宮
野
水
道
組
合
施
設
の
町
移

管
に
つ
い
て

⑥
北
檜
山
区
水
道
使
用
料
及
び
下

水
道
使
用
料
の
一
部
改
正
に
つ
い

て三
．
調
査
結
果

①
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
の
シ
ー
ズ
ン

券
導
入
に
つ
い
て
は
、
条
例
を
改

正
し　

年
度
か
ら
実
施
す
る
と
の

２０

こ
と
で
あ
る
。

②
水
産
種
苗
育
成
セ
ン
タ
ー
事
業

特
別
会
計
は
、　

年
度
予
算
か
ら

２０

一
般
会
計
に
取
り
込
む
こ
と
と
す

る
。

③　

年
度
農
漁
業
支
援
策
に
つ
い

２０
て
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

・
水
稲
再
生
産
対
策
事
業
（
新
規

　
　

年
度
の
み
）
水
稲
種
子
の
一

２０
部
（
１
／
４
以
内
）
を
助
成

４
万
９
９
１
５
㎏　

５
５
９
万
９

０
０
０
円

・
園
芸
施
設
高
収
益
作
物
生
産
奨

励
事
業
（
新
規　
　

年
度
～
３
ヵ

２０

年
）
ハ
ウ
ス
（
１
０
０
坪
）
資
材

の
一
部
（
１
／
３
以
内
）
を
助
成

　

棟　

４
６
０
万
円
（
３
ヵ
年
継

２０続
）

・
畜
産
自
給
飼
料
基
盤
拡
大
奨
励

事
業
（
新
規　
　

年
度
の
み
）
デ

２０

ン
ト
コ
ー
ン
種
子
の
一
部
（
１
／

４
以
内
）
を
助
成　

４
４
０
０
㎏　

１
６
５
万
円

・
農
業
担
い
手
育
成
セ
ミ
ナ
ー
事

業
（
新
規　
　

年
度
の
み
）

２０

農
業
経
営
、
農
業
技
術
、
高
収
益

生
産
等
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
を
年

３
回
程
度
開
催

講
師
謝
礼
等　
　

万
円

２５

・
畜
産
担
い
手
育
成
総
合
整
備
事

業
（
継
続　
　

年
度
～　

年
度
）

１７

２１

町
営
牧
場
分
と
し
て

草
地
の
整
備
改
良

　

・
８
ｈ
ａ

１２隔
障
物
の
整
備

４
９
３
６
ｍ　

１
０
７
１
万
９
０

０
０
円

雑
用
水
施
設
整
備

９
５
０
ｍ

シーズン券を導入する北檜山パークゴルフシーズン券を導入する北檜山パークゴルフ場場
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・
目
名
地
区
団
体
営
事
業
調
査
設

計
負
担
金
（
新
規　
　

年
度
調
査

２０

設
計
）

農
業
用
排
水
路
整
備（
調
査
設
計
）

３
２
０
万
円

・
漁
業
経
営
安
定
対
策
事
業
（
新

規　
　

年
度
の
み
）

２０

せ
た
な
町
に
住
所
を
有
し
、
か
つ
、

ひ
や
ま
漁
協
に
属
す
る
正
・
準
組

合
員
に
対
し
、

販
売
手
数
料
の
一
部
（
０
・
９
％

×
１
／
４
）
を
助
成

特
別
負
担
金
の
一
部
（
１
万
円
×

１
／
５
）
を
助
成

合
わ
せ
て
４
０
０
万
円

④
町
道
の
路
線
認
定
（
変
更
）
に

つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
認
定
し

た
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。

・
変
更　
　

北
檜
山
駅
４
号
線　

　

ｍ
追
加
し
て
延
長
２
３
４
・
９

６６ｍ
（
北
檜
山
区
）

・
新
規　
　

公
園
通
２
号
線

延
長　

ｍ
（
北
檜
山
区
）

９０

・
新
規　
　

山
麓
通
１
号
線　
　

延
長　

ｍ
（
北
檜
山
区
）

５０

・
新
規　

夕
陽
が
丘
通
５
号
支
線

延
長
１
５
８
・
５
ｍ
（
瀬
棚
区
）

⑤
下
宮
野
水
道
組
合
施
設
の
町
移

管
に
つ
い
て

・
昭
和　

年
代
に
地
元
の
有
志
に

３０

よ
り
造
ら
れ
運
営
し
て
き
て
い
た

が
、
高
齢
者
が
多
く
な
り
管
理
運

営
が
困
難
と
な
っ
て
き
た
た
め
、

当
該
組
合
施
設
を　

年
度
よ
り
町

２０

に
移
管
し
、
町
が
管
理
運
営
す
る

と
の
こ
と
で
あ
る
。

⑥
北
檜
山
区
に
お
い
て
水
道
使
用

料
、
公
共
下
水
道
使
用
料
の
基
本

使
用
料
及
び
超
過
料
金
に
つ
い
て
、

従
来
は
一
般
用
、
営
農
用
で
あ
っ

た
が　

年
度
よ
り
浴
場
用
を
追
加

２０

し
、
基
本
料
金
１
０
０
㎥
ま
で
５

９
８
０
円
、
超
過
料
金
１
㎥
に
つ

き　

円
と
す
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

６０

編　

集　

後　

記

▼
四
月
に
入
り
春
の
日
差
し
が
き
び
し
く

な
り
ま
し
た
が
、
肌
寒
い
日
が
続
い
た
か

と
思
う
と
一
気
に
夏
日
に
な
る
な
ど
気
ま

ぐ
れ
な
天
候
に
翻
弄
さ
れ
っ
ぱ
な
し
と
い

う
感
じ
で
す
。

▼
農
家
の
方
々
は
、
田
植
え
の
時
期
を
目

前
に
準
備
作
業
に
大
忙
し
の
事
で
し
ょ
う
。

▼
春
と
言
え
ば
入
学
式
で
す
。
せ
た
な
町

の
小
学
校
で
も
一
斉
に
入
学
式
が
挙
行
さ

れ
、　

人
の
新
入
学
児
童
が
期
待
に
胸
ふ

６４

く
ら
ま
せ
校
門
を
く
ぐ
り
ま
し
た
。

少
子
化
が
進
む
中
、
児
童
数
は
年
々
少
な

く
は
な
っ
て
い
ま
す
が
元
気
な
子
供
の
姿

は
、
今
も
昔
も
変
わ
ら
な
い
よ
う
で
す
。

カ
ラ
フ
ル
な
真
新
し
い
ラ
ン
ド
セ
ル
を
背

負
い
、
緊
張
し
た
面
持
ち
で
登
校
し
て
く

る
児
童
を
見
て
い
る
と
新
鮮
な
気
持
ち
に

な
り
ま
し
た
。

▼
こ
の
天
真
爛
漫
な
子
供
た
ち
が
、
元
気

に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
を
創
る
た
め
に

ど
う
し
た
ら
よ
い
の
か
、
大
人
た
ち
は
真

剣
に
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

つ
く
づ
く
感
じ
た
と
こ
ろ
で
す
。

議
会
広
報
発
行
特
別
委
員
会

委 
員 
長　

熊
野　

主
税

副
委
員
長　

澤
田　

光
子

委　
　

員　

本
多　
　

浩

〃 　
　

大
野　

一
男

〃 　
　

内
田　

尊
之

〃 　
　

大
口　

義
孝

議　会　の　動　き

◆　１　月　◆
　８日　第１回議員協議会
１０日　第２回議員協議会
　　　　第１回議会運営委員会
１１日　第７回新町建設計画等調査特別委員会
　　　　第１回臨時会
１８日　第１回北部桧山衛生センター組合最終処分地施設調査
　　　　特別委員会（今金町）

◆　２　月　◆
　１日　第３回議員協議会
　４日　第１回広報発行特別委員会
　５日　第１回総務財政常任委員会
　８日　第４回議員協議会
　　　　第８回新町建設計画等調査特別委員会
１５日　檜山支庁管内町村議会議員研修会（乙部町）
２１日　第１回厚生文教常任委員会
２５日　第２回北部桧山衛生センター組合最終処分地施設調査
　　　　特別委員会（今金町）
　　　　第１回北部桧山衛生センター組合議会定例会
　　　　第１回産業建設常任委員会
２９日　第２回議会運営委員会

◆　３　月　◆
　３日　第１回定例会
　　　　第１回意見書の取扱いに係る調査特別委員会
　７日　第２回意見書の取扱いに係る調査特別委員会
１０日　第１回定例会
１１日　予算審査特別委員会
　　　　第３回議会運営委員会
１２日　予算審査特別委員会
１３日　第１回定例会
１６日　第３回意見書の取扱いに係る調査特別委員会
１８日　檜山支庁管内議会議長会臨時総会（江差町）
２４日　第１回檜山広域行政組合議会定例会
２６日　第４回意見書の取扱い係る調査特別委員会

◆　４　月　◆
１１日　第２回総務財政常任委員会
２１日　檜山管内町村議会議長会定例総会（江差町）
　　　　第３回北部桧山衛生センター組合議会最終処分地施設調査
　　　　特別委員会
２２日　せたな観光協会通常総会
２３日　第２回厚生文教常任委員会

議
会
だ
よ
り
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